
 

『誰でもできるタグラグビー『誰でもできるタグラグビー『誰でもできるタグラグビー『誰でもできるタグラグビー    トライセットキャンペーン』トライセットキャンペーン』トライセットキャンペーン』トライセットキャンペーン』    

実施レポート実施レポート実施レポート実施レポート    

 

学校名 宇陀市立菟田野小学校 実施日 平成２５年 １１月２７日(水) 

担当教員名 森脇 克典 実施学年・人数 ６年 31 人 

※コメント記入欄のスペースに制限はありませんので自由にご記入ください。また、他形式でのご提出でも結

構です。 

【お願い】 

実施レポートは、今後小学校の先生方がタグラグビーの授業を行う際の参考にするとともに、学習教材とした

タグラグビーの優れた点を広めることを目的としています。実施レポートの一部は、ラグビー協会ホームペー

ジや機関誌、制作物等でご紹介させていただきますので、公開可能な範囲でのご記入をお願いいたします。 

学校・学級紹介 

奈良県北東部に位置する宇陀市。８年前に３校が合併し、菟田野小学校となる。校区には、

毛皮革や銘木が有名であり、国宝である宇太水分神社では、毎年盆踊りや秋祭りで地域の人

が集まり、にぎわう行事が有名である。 

「菟田野の子は太陽の子」を学校教育目標とし、ひとみ輝く子、心あたたかい子、元気で

たくましい子を育成することを目指している。 

全校児童は１６１人。６年生は男子１８名、女子１３名。 

明るく活発な児童が多く、特に体育学習は意欲的に取り組む姿がたくさん見られる。 

実施内容 

◎市内研究授業で導入部分を公開 

①タグとボールを使った遊びやゲーム 

②パスのスキル練習 

③ランプレーと防御の練習 

④試しのゲーム 

⑤タグラグビー大会  

・1 チーム７～８人の４チーム編成 ゲームには５～６人が参加。残りはゲームの補助。 

・場所 体育館全面 時間 ６分 

指導のポイント 

・ペアやグループでタグやボールを使ったゲームをして十分に慣れさせる。 

・パスするタイミングや相手のかわし方の技能を高める。 

・作戦タイムをとったり、チームを変えたり、友だち同士のコミュニケーションも充実させ

る。 

 

 

 

感想・印象 

今後の展望 

・運動量も豊富で、楽しく活動することができた。 

・興味・関心をもつ児童が多かった。 

・運動を苦手とする児童に、もっと配慮が必要であり、考える力や判断する力をもう少しつ

けさせてあげたかった。 

 

 


